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研究成果の概要（和文）：

アムール川下流域においてロシア人研究者と共に国際共同発調査を実施した。その結果、層

位と放射性炭素年代測定によりアムール川下流域における新石器時代の編年(コンドン文化→

マルィシェヴォ文化→ヴォズネセノフカ文化)を確立することが出来た。そして、コンドン文化

の文化内容を明らかにすることが出来た。これらの成果によりアムール川下流域における新石

器時代の文化変遷をより具体的に捉えられるようになった。新石器時代における東シベリア地

域との交渉関係も明らかにすることが出来た。

研究成果の概要（英文）：
We carried out the international joint excavation in the Lower Amur with the Russian
Archaeologist As a result, we could establish the periodization of the Neolithic age(Kondon
→Mal’shevo→Voznesenovka culture) in the Lower Amur based on the stratigraphy and

C14 dating. And we clarified the material assemblage of Kondon culture. By these results
we can catch now more concretely the cultural change of the Neolithic period in the Lower
Amur. We also clarified more concretely the relationship between the Lower Amur and
East Siberia.
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１．研究開始当初の背景
新石器時代のシベリアと環日本海地域では
同じく食料採集民が先史社会を形成してい
たが、両者の大きな違いは、環日本海地域で
の定着的な生活に認められる。それに適応し
たのが竪穴住居であった。このように、更新
世から完新世への環境変動の中で成立した
東アジアの新石器時代の新たな枠組みとし

て、独自に「極東」を設定し、とくに環日本
海大陸側に展開した、平底の深鉢を特徴とす
る新石器諸文化の土器を「極東平底土器」と
呼ぶことにした。それとの比較によって縄文
文化を位置づける作業は、『東北アジアの考
古学』の中でまとめている。そこでも触れた
が、縄文文化の解明には、同時代の環日本海
地域の大陸側に広がっていた極東平底土器
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社会の研究がきわめて重要なのである。
極東平底土器社会の中で、中国内蒙古、遼

寧省に広がる地域は、連続弧線文土器に代表
される地域であるが、この地域の新石器時代
の実態は最近の中国側の調査でかなり分か
るようになってきた。それに比べると、現在
はロシアに属する極東平底土器社会の東部
地域の先史社会の解明は遅れていると言わ
ざるを得ない。

極東東部を流れる大河であるアムール川
は先史社会あるいは民族誌時代のいわゆる
山丹交易においても、サハリンを経由して日
本列島北部とつながることもあり、環日本海
のネットワークを考えるときには、この大河
が大陸側のもっとも重要な幹線となる。

このことを明らかにするために、民族考古
学的な手法による先史社会の解明が必要だ
と考えた。そこで、平成 9～11 年度（大貫、
佐藤は分担者として参加）、そして平成 13～
15 年度に科研費（代表者は大貫静夫）をえて、
ロシア極東のアムール川下流域及び沿海州
地域において、日露の民族学者、建築学者、
考古学者が共同で学際的な民族考古学的調
査を続けてきた。それらの成果をまとめたも
のとしては、大貫・佐藤編『ロシア極東の民
族考古学』などがあり、生業形態と居住形態
の相関について、実際の資料にもとづいた居
住形態モデルを構築した。

２．研究の目的
今回の研究課題では、応募者らが今まで進め
てきた以上のような調査研究の成果を背景
に、ふたたび考古学のフィールドに回帰し、
さらなる研究の深化を目指したものである。
以下にその主な目的をかかげる。

１）極東平底土器今回の研究課題の対象とし
ているアムール川下流域は、極東平底土器の
一角を占めており重要な地域であるが、いま
だ研究の遅れた地域でもある。日本の縄文時
代に対応する、アムール川下流域の新石器時
代は、その最も基本となる編年すら不明確で
ある。アムール川下流域ではオクラドニコフ
によるアムール編年がよく知られていた。す
なわち、古い方から、マルィシェヴォ文化→
コンドン文化→ヴォズネセノフカ文化であ
る。ヴォズネセノフカ遺跡での層位的な所見
に基づくものとされ、東部地域の信頼できる
年代的枠組みとして長らく利用されてきた。

しかし、調査例が蓄積されるにつれ、もっ
とも古く位置付けることに疑問が生じるよ
うになっていた。ヴォズネセノフカ遺跡の層
位的所見というのも報告を丁寧に読めば、マ
ルィシェヴォ文化とコンドン文化の関係は
不明瞭であり、何れもヴォズネセノフカ文化
よりも古いと言えるだけであることに気づ
き、大貫は 1992 年にはそれまで一般にコン

ドン文化より古いとされていたマルィシェ
ヴォ文化を不分明なものとして扱わず、コン
ドン文化に代表されるアムール編目文土器
を持つ文化とヴォズネセノフカ文化とをそ
れぞれアムール川下流域の新石器時代前半
期と後半期のものとした。そして、98 年には
型式学的な根拠から少なくともマルイシェ
ヴォ文化の一部はコンドン文化に後続する
ものであるとした。我々のロシア側の共同研
究者であるシェフカムードは 03 年にさらに
はっきりとコンドン文化がマルィシェヴォ
文化に先行することを明らかにしている。ま
ずは、アムール川下流域の新石器時代の編年
的枠組みを修正、確定することが大きな課題
となっていたので、これをまず解決すること
が今回の研究課題で最初に取り組むべきも
のであった。

２）アムール川下流域には、時にシベリア地
域のより北方の文化が波及することは以前
から知られていた。マラヤガバ二遺跡でもヤ
クーチアの新石器時代中期文化であるベリ
カチ文化の土器が見つかったという簡単な
報告がすでにある。また、紀元前１千年紀に
もシベリア系と見られる尖底土器がアムー
ル川下流域で見つかっている。そのような動
きがあった背景にはアムール川最下流域が
極東の針広混交林からシベリアの針葉樹林
帯への移行帯となっているという生態的な
背景があることは容易に想像される。アムー
ル川の最下流域が極東地域と東シベリア地
域の接点であるという視点から東シベリア
系の文化がアムール川下流域でどのような
動きをしたのかを具体的な発掘資料をもと
に把握することを目指す。

３）従来、我が国における大陸との間の北回
りの交流論では間宮海峡を挟むサハリン北
部やアムール川最下流域についてのこのよ
うな特異な地域性がまったく考慮されるこ
となく、異なる生態系を超えてアムール川下
流域から北サハリンを経由する環日本海の
北回りルートが常につながっていたかのよ
うな議論がしばしばおこなわれてきた。縄文
時代では早期の石刃鏃石器群が北海道東部
に広がる時期にこのルートが重要な役割を
果たしたことは間違いないだろうが、その後
の縄文時代にはそのような大きな役割を果
たした痕跡はない。この間宮海峡を挟んだ極
東の北縁地域が再び重要な役割を果たすよ
うになるのはこの地域の生態系への適応と
しての海獣猟が盛んになる段階からであり、
それが北海道東部にまで広がるオホーツク
文化の形成のプロセスであろう。環日本海の
交渉ルートとしては朝鮮・対馬海峡を経由す
る南回りのルートはしばしば重要な役割を
果たしたことはよく知られているが、北回り



ルートはかなり異なる動きをしていたので
ある。縄文時代早期にサハリンを経由する北
回りのルートが大きく開いた時期があるこ
とは明らかであるが、その実態を解明する必
要がある。

３．研究の方法
以上のような課題を解明するために、共同

調査の対象として選ばれたのが、アムール川
下流域でも河口部に近いマラヤガバニ遺跡
と下流域でももっとも上流に位置するハバ
ロフスク近郊のクニャゼボルコンスコエ１
遺跡である。

マラヤガバニ遺跡は多層遺跡であること
から土器の編年的枠組みを作るに適した遺
跡であり、またヤクーチア系の土器を出すと
いうアムール川最下流部の地域性を知る上
で重要と考えたからである。

クニャゼボルコンスコエ１遺跡は従来調
査が不十分で、石刃鏃など石刃石器群を伴う
と言われてきたがその文化内容が明らかで
なかったコンドン文化の単純遺跡であり、伴
出する石器組成を明らかにする上で重要と
考えたからである。また、最下流部のマラヤ
ガバニ遺跡とは同じアムール川下流域とは
言いながら距離は非常に離れており、相互の
比較から地域性を確認することも北回りル
ートを考える上で重要であると考えたから
である。

これらの発掘調査及び整理作業の過程で
多数の放射性炭素測定年代のための試料を
採取し、測定する。試料の所属する層位が明
確なものを選び、土器に付着する炭化物を資
料とすることで、考古学者が考える層位や土
器の年代とのクロスチェックを行い、編年を
より確実なものとする。このために年代測定
を専門とする研究者が調査に参加する。

４．研究成果
アムール川下流域においてロシア人研究

者と共に二カ所の集落遺跡で国際共同発調
査を実施した。その結果、出土層位と放射性
炭素年代測定により、従来問題の多かったア
ムール川下流域における新石器時代の編年

（コンドン→マルィシェヴォ文化→ヴォズ
ネセノフカ文化）を確立することが出来た。
これらの諸文化は土器型式からみた場合さ
らにそれぞれ数段階に細別可能であり、アム
ール川下流域に於ける新石器時代の変遷は
かなり明瞭になったと言えよう。ただし、コ
ンドン文化と土器出現期のオシポフカ文化
の間はいまだ不明瞭である。そして、ヴォズ
ネセノフカ文化以後、古金属器時代への移行
過程も不明瞭である。ただし、それぞれの過
程が不明瞭なこと自体が歴史的な実態の反
映であろうと考えるべきである。

そして、石刃鏃を伴うことで知られるコン
ドン文化はこれまでまとまった調査資料が
少なかったため実態がよく分かっていなか
ったが、こんかいの調査によりその内容を明
らかにすることが出来た。そして、本遺跡の
コンドン文化の石刃鏃は年代測定でも極東
地域の中でも古い段階のものであることが
明らかとなったことから、大陸においても石
刃鏃の存続時間が長いことがより明らかと
なった。縄文時代早期の北海道東部に一時的
に石刃鏃石器群が広がる段階が知られてい
るが、大陸に於ける石刃鏃の存続期間の中で
は古い方に相当するクニャゼボルコンスコ
エ１遺跡の資料はその年代とも近く北海道
の石刃鏃石器群の出現を考える上で重要な
資料を得ることが出来た。

これらの成果によりアムール川下流域に
おける新石器時代の文化変遷をより具体的
に捉えられるようになったことは今後、環日
本海の北回りルートを考える際の重要な基
礎となる。今後に残されている課題はこの石
刃鏃の古段階に相当する段階がアムール川
河口域ではどのようなものであったかであ
る。

また、マラヤガバニ遺跡では以前から東シ
ベリア地域のベリカチ文化の土器が出るこ
とが知られていたが、今回の我々の調査でそ



れがマルイシェヴォ文化段階に伴うことが
確定した。また、より河口に近い遺跡から東
シベリア地域のより古い段階の新石器文化
の土器が出ていることが我々の資料調査で
明らかとなった。おそらく年代的にはコンド
ン文化の段階に相当するのであろう。

これらのことから、アムール川下流域の中
でも河口部に近い地域は特別の動きをして
いることが明らかとなってきた。

古代に於いてシベリア、極東という文化系
統がアムール川河口域で交錯していたこと
が、日本列島、とくに北日本の先史時代の動
向に大きな影響を与えたのである。
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